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１．研究計画の概要 
（１）沖縄における共有的空間の特性を生活
空間の課題から評価する。具体的には、民家
的空間を親子や高齢者の地域の居場所とし
て活用する上での評価軸の確立、共有的空間
を再現した集合住宅等の空間のコミュニテ
ィ形成上の評価を目標とする。 
（２）地域において多様な共有的地域空間資
源を生かすための社会的プロセスの要件を
明らかにする。（この目標は実践を行い過程
を実証することで達成される） 
（３）従来の町並み等の保全計画や新規の空
間計画における伝統的空間特性の再現を生
活空間の価値に沿った視点から評価し、具体
的な再構築の方向性を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）沖縄における共有的空間特性に関して
は、平成 20 年度において特に戦後から現在
までの地域の遊び体験の調査を行い、さらに
遊び体験の再体験企画までを実施すること
ができた。これにより、親子の生活空間とし
て沖縄の共有的空間がいかなる変遷をたど
ってきたかについての整理を行うことがで
きたとともに地域社会が空間づくりに取り
組む条件についても実践的に検証を行うこ
とができた。 
（２）平成 20 年度〜22 年度にかけて、学童
保育施設の実態調査を行い、子どもの放課後
の生活空間として、民家を活用したものから、
専用施設内のもの、学校等を転用したもの等
を比較し生活空間構成についての理論的整
理と改善課題について明らかにすることが
できた。本調査は平成 23 年度も実践的な形
で継続される。 

（３）平成 20 年度には、高齢者を中心とし
たサロン的空間の実態を那覇市と名護市を
対象として調査を行った。これにより、ゆる
やかでプログラムされていない活動、行動の
場としてのサロンの成立条件を整理するこ
とが出来た。本課題については平成 23 年度
に民家活用型の高齢者の居場所空間事例に
ついての研究を継続する。 
（４）歴史的環境と生活空間の関係について
は、沖縄の地域空間の歴史的環境の一つの特
徴である戦争遺跡の存在を含めたまちづく
りについて事例研究を行い、理論面、実態把
握を進めることができた。この間、地域の歴
史的環境の体験プログラムの構築に取り組
む事例に関与することとなり、平成 23 年度
には実践的関与が可能となっている。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 特にサロンづくり、学童保育の空間形成、
戦争遺跡と歴史的環境については一定の成
果を得ることが出来た。ただし、研究過程に
おいて実践現場から研究の展開をさらに求
められる状況へと進んできており、現状の改
善に直接つながる成果がさらに求められる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 親子・高齢者の居場所としての古民家の活
用、学童保育の環境整備、歴史的環境の体験
条件の構築という課題については、それぞれ
関係者、関係機関との連携関係を平成 22 年
度までに構築することができている。この関
係を活かした実践的研究を平成 23 年度に実
施し、とりまとめを行う。 
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